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歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億

３
１
０
３
万
円
で
、
翌
年
へ

繰
り
越
す
財
源
が
４
３
６
６

万
円
あ
る
た
め
、
実
質
収
支

額
は
２
億
８
７
３
６
万
円
の

黒
字
で
し
た
。

　

主
な
歳
入

　

決
算
額
は
前
年
度
と
比
較

し
て
11
・
2
％
の
減
で
、
11

億
６
０
４
７
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
町
税
全
体
で
前

年
度
比
2.0
％
の
減
、
額
に
し

て
３
８
４
７
万
円
の
減
額
。

　

地
方
交
付
税
は
前
年
度

比
9.7
％
の
増
、
額
に
し
て
３

億
１
０
０
４
万
円
の
増
額
。

　

町
債
は
前
年
度
比
19
・
３
％

の
増
、
額
に
し
て
１
億
６
９

３
４
万
円
の
増
額
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
令
和
２

年
度
特
別
定
額
給
付
金
給
付

事
業
費
・
事
務
費
補
助
金
13

億
５
１
１
２
万
円
が
皆
減
の

た
め
、
前
年
度
比
57
・
２
％

減
の
13
億
２
７
４
万
円
、
全

体
で
も
大
幅
な
歳
入
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
残
高
は
１
１
３
億

円
で
、
令
和
元
年
以
降
減
少

傾
向
に
あ
り
、
基
金
の
総
額

は
過
去
10
年
で
最
高
の
54
億

円
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
歳
入
全
体
の
約
70
％
を

依
存
財
源
で
占
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
歳
出

　

前
年
度
と
比
較
し
て
12
・

２
％
の
減
、
額
に
し
て
12
億

２
９
９
４
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
事
業
は
３
ペ
ー

ジ
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

　

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

　
　
　
　
　

将
来
負
担
比
率
の
大
幅
改
善
、

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
町
は
時
代
に
合
っ
た
施
策
を

8億7820万 10億4754万

5億2019万
5億9156万

26億6893万
13億6274万

31億9910万

35億0914万

6898万
7124万

2億8863万

1億9314万

4億6274万

2億6155万

3億3412万

2億6194万

19億1912万

18億8065万

町税

諸収入他
繰越金

繰入金
使用料・分担金等

地方交付税

国・県支出金

その他交付金

町債

令和３年度歳入総額

91 億 7960 万円

　

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

　

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

   ９月
定
例
会

で
決
ま
っ
た
こ
と

自
主
財
源

依
存
財
源
（
国
・
県
か
ら
の
収
入
）

借
金

令和２年度歳入総額

103 億 4007 万円

　

９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
た
令
和
４
年
第
３
回
定

例
会
で
は
︑
報
告
関
係
２
件
︑
条
例
関
係
15
件
︑
予
算
関
係
５
件
︑
そ

の
他
３
件
が
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
︑
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
︒
ま
た
︑
令
和
３
年
度
各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
８
件
提
案

さ
れ
︑
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
︒
な
お
︑
一
般
質
問
は
７
人
が
行
い
︑

町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
︵
10
か
ら
16
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
︶︒

                                             

※
１
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
あ
り
ま
す
︒

19.3％増

１３．７％増

４８. ９％減

9.7％増

０．３％増

33.1％減
43.5％減
２１．６％減

２．０％減
11.2％減

新型コロナ感染症に係る
固定資産税等の課税標準
の特例による課税免除な
どが主な原因

地方交付税の構成比率
令和２年度　30.9％
令和３年度　38.2％

一
般
会
計
決
算



　
国
民
健
康
保
険

　
【
事
業
勘
定
】　

歳
入
総
額

16
億
２
９
６
４
万
円
、
歳
出

総
額
は
15
億
６
７
３
１
万
円

で
、
実
質
収
支
額
は
６
２
３

２
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険

基
金
は
７
８
７
３
万
円
で
し

た
。

　

国
保
税
の
収
納
率
は
一
般

現
年
分
95
・
48
％
、
不
能
欠

損
額
は
、
４
０
１
万
円
で
し

た
。

　

平
成
27
年
度
の
人
口
１
万

４
７
７
２
人
か
ら
令
和
３
年

度
１
万
２
８
６
８
人
と
減
少

す
る
中
で
、
被
保
険
者
も
４

０
４
４
人
か
ら
３
２
８
３
人

と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
規
模
も
22
億
７
０
０

０
万
円
ほ
ど
か
ら
16
億
２
０

０
０
万
円
ほ
ど
に
縮
小
し
て

い
ま
す
。

　
【
施
設
勘
定
】　

歳
入
総
額

７
２
５
６
万
円
、
歳
出
総
額

６
６
９
３
万
円
。
実
質
収
支

額
は
５
６
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

受
診
者
は
延
べ
３
６
２
４

人
で
、
令
和
２
年
度
よ
り
11

人
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
総
額
２
億
７
２
３
万

円
、
歳
出
総
額
２
億
６
９
１

万
円
で
、
実
質
収
支
額
は
32

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
収
納
率
は
99
・
71
％

で
し
た
。

　

介
護
保
険

　

歳
入
総
額
18
億
６
４
７
８

万
円
、
歳
出
総
額
17
億
３
７

５
５
万
円
、
実
質
収
支
額
１

億
２
７
２
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
介
護
保
険
介
護
給
付

費
準
備
基
金
は
９
７
５
９
万

円
で
す
。
保
険
料
収
納
状
況

は
99
・
２
％
で
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
は
５
４
６
２
人
、
人
口

比
42
・
45
％
で
、
前
年
度
比

０
・
75
％
の
増
で
す
。
給
付

費
の
総
額
は
16
億
７
１
２
９

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
開
発
事
業

　

歳
入
総
額
１
億
２
３
８
５

万
円
、
歳
出
総
額
１
億
７
３

６
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
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注目歳出事業

路線バス運行対策事業
5014 万円

食によるまちおこし事業
769 万円

吾妻渓谷活性化対策事業
【繰越事業を含む】3292 万円

新型コロナウイルスワクチン接
種事業【繰越事業】　7349 万円
緊急経済対策商品券支給事
業　　　　　１億 4632 万円
子育て世帯臨時特別給付金
事業　　　　１億 3991 万円
太田小学校改修工事　　　
【繰越事業】２億 4496 万円

特
別
会
計
決
算

1億5245万 2139万
8923万 8772万2億9418万 3億3436万

4億1006万 3億9022万

5億0389万 5億4646万

5億6044万 5億7721万

7億5221万 7億1570万

11億4959万 12億0499万

11億1373万 13億6916万

33億7839万

16億8553万

16億7428万

19億1577万

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

消防費
衛生費
商工費
農林水産業費
議会費
諸支出金

令和３年度歳出総額

88 億 4857 万円
令和２年度歳出総額

100 億 7851 万円

50.1％減

4.8％増

14.4％増

22.9％増

4.9％減

3.0％増
8.4％増

13.7％増
4.8％減

12.2％減

令和２年度特別定額給
付金給付事業や旧庁舎
解 体 工 事 終 了 の た め、
大幅な減
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は
１
６
４
８
万
円
で
、
繰
越

明
許
費
繰
越
額
が
１
６
３
３

万
円
あ
り
、
実
質
収
支
額
は

15
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入

状
況
は
、
６
０
４
戸
で
88
・

４
％
、
事
業
所
等
も
含
め
る

と
計
６
８
２
件
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
10
件
の
減
で
し

た
。

　

東
地
区
情
報
通
信
関
連
事

業
の
町
の
予
算
的
負
担
が
大

き
い
こ
と
に
関
し
て
、
今
後

事
業
見
直
し
の
検
討
を
求
め

ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業

　

歳
入
総
額
５
億
３
６
５
８

万
円
、
歳
出
総
額
５
億
３
４

０
８
万
円
と
な
り
、
実
質
収

支
額
２
４
９
万
円
で
し
た
。

　

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は

前
年
度
比
0.7
％
増
の
75
・

51
％
で
、
引
き
続
き
接
続
率

向
上
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　
簡
易
水
道

　

歳
入
総
額
８
４
４
０
万
円
、

歳
出
総
額
８
３
３
５
万
円
。

実
質
収
支
額
は
１
０
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

給
水
戸
数
は
、
前
年
度
比

プ
ラ
ス
57
戸
の
９
９
５
戸
で

し
た
。

　
　

　
上
水
道
事
業

　

給
水
戸
数
４
３
０
６
戸
、

前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
２
戸
、

未
処
分
利
益
剰
余
金
は
２
億

４
０
２
２
万
円
で
し
た
。

　

引
き
続
き
経
営
の
苦
し
い

状
況
に
あ
り
、
昨
年
度
コ
ロ

ナ
禍
で
の
経
済
状
況
を
考
慮

し
見
送
っ
た
料
金
改
定
に
つ

い
て
は
、
状
況
を
見
つ
つ
段

階
的
に
値
上
げ
を
検
討
す
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
来
年
度
よ
り

上
水
道
料
金
は
ま
ず
10
％
の

値
上
げ
を
し
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
今
後
も

議
会
や
町
民
に
対
す
る
丁
寧

な
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

( 注 ) カッコ内の数値は早期健全化基準であり、町はその基準を下回り、財
政は健全な状態であり、将来負担比率は大幅に改善されました。
実質公債費比率…借入金 ( 地方債 ) の返済額及びこれに準じる額の大きさ
を指標化し、資金繰りの程度を示す指標
将来負担比率…地方公共団体の一般会計等の借入金(地方債)や将来支払っ
ていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫
する可能性の度合いを示す指標

(単位％)

令和元年度 令和２年度 令和３年度

実質公債費比率
11.7
(25.0)

11.4
(25.0)

11.4
(25.0)

将 来 負 担 比 率
57.4
(350.0)

44.4
(350.0)

27.2
(350.0)

健全化判断比率の報告がありました

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額

一 般 会 計 91億7960万円 88億4857万円

国民健康保険特別会計(事業勘定) 16億2964万円 15億6731万円

国民健康保険特別会計(施設勘定) 7256万円 6693万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億 723万円 2億 691万円

介 護 保 険 特 別 会 計 18億6478万円 17億3755万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 1億2385万円 1億 736万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億3658万円 5億3408万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 8440万円 8335万円

区　　　分 歳入総額 歳出総額

収 益 的 1億9313万円 1億6661万円

資 本 的 1億9002万円 2億5310万円

令和３年度　水　道　事　業　決　算

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分損益勘定留保資金などで
補てんしました。

令和３年度　会　計　別　決　算

事
業
会
計
決
算

　　　健全化判断比率の報告
　　　　　　　　　　将来負担比率が大幅に改善
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監
査
委
員
か
ら
の
報
告

　

令
和
３
年
度
決
算
審
査

を
行
っ
た
結
果
は
、
計
数

は
正
確
で
あ
り
、
予
算
の

執
行
・
会
計
経
理
事
務

･ 

財
産
に
関
す
る
事
務
は
、

お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
執
行
状
況

は
、
11
件
の
現
地
調
査
等

の
結
果
、
お
お
む
ね
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
次
に
挙
げ
る

事
項
は
、
早
急
に
検
討
・

改
善
を
要
望
す
る
。

１
．
東
地
区
情
報
通
信
施
設

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
事
業

　

設
備
機
器
の
更
新
に
多
額

の
公
費
を
投
じ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
施
設
設
備
の

維
持
管
理
は
、
地
域
住
民

の
意
向
も
聞
き
な
が
ら
経

営
改
善
を
図
る
よ
う
求
め

る
。

２
．
企
業
誘
致
奨
励
金

　

地
域
の
産
業
振
興
と
雇

用
創
出
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
状

況
を
数
年
間
に
渡
り
捕
捉

し
続
け
る
必
要
が
あ
り
、

交
付
決
定
指
令
の
際
に
雇

用
状
況
に
変
化
が
生
じ
た

場
合
の
報
告
を
義
務
づ
け

る
な
ど
対
応
を
求
め
る
。

３
．
町
営
キ
ャ
ン
プ
場

　

慢
性
的
赤
字
運
営
の
施

設
経
営
の
脱
却
を
視
座
に
、

民
間
へ
の
指
定
管
理
を
含

め
た
多
角
的
視
点
で
の
改

善
検
討
を
求
め
る
。

４
．
い
わ
び
つ
体
験
農
園

　

補
助
金
適
正
化
法
関
連

で
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
・

分
析
し
、
改
善
へ
の
ス
テ
ッ

プ
を
求
め
る
。

５
．
公
営
住
宅

　

将
来
の
人
口
構
成
を
見

す
え
、
入
居
者
の
意
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
経
費
節
減

に
向
け
た
公
営
住
宅
の
集

積
を
試
み
る
な
ど
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
の
整
備

供
給
に
努
力
さ
れ
た
い
。

６
．
そ
の
他

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
加
え
、

不
安
定
な
国
際
情
勢
に
よ

る
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど

が
住
民
生
活
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

一
方
、
上
信
自
動
車
道
の

整
備
が
進
む
中
、
各
課
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
町
民
目

線
に
立
っ
た
き
め
細
か
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
対
応
全
て
が
、
住

民
の
生
活
水
準
の
維
持
や

持
続
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住

ま
い
や
移
動
形
態
の
変
化
、

観
光
・
交
流
・
定
住
人
口

の
創
出
と
い
っ
た
、
よ
り

快
適
な
生
活
へ
の
変
革
の

チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
DX
推
進

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
町

民
の
便
益
に
資
す
る
情
報

を
収
集
・
分
析
・
加
工
し
、

限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
つ
つ
、
そ
の
役

割
を
発
揮
さ
れ
た
い
。

　
　

東
吾
妻
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

石
村　

文
明

　
　

東
吾
妻
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

青
柳
は
る
み

利用者の少ない「いわびつ体験農園」

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
８

１
９
４
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
86
億
５
２
２

３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
燃
料
価
格
高
騰
等
に
よ
る

電
気
料
金
値
上
げ
に
係
る
費

用
が
一
般
会
計
合
計
で
約
２

０
０
０
万
円
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

対
応
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
追
加
が
主

な
内
容
で
す
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

会　　計　　名 補正額 予算総額

一 般 会 計 8194万円 86億5223万円

介 護 保 険 特 別 会 計 1億 678万円 19億8421万円

地域開発事業特別会計 220万円 4381万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 287万円 5億5993万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 645万円 1億4104万円

令和４年度　補　正　予　算　一　覧

議会だよりの表紙募集中

「議会だより」の表紙に掲載す

る町の「風景」や「行事」な

どの写真を募集しています。

　

　詳しくは、東吾妻町議会ホー

ムページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　↓　

第 63 号議会

だよりの表

紙になった

「岩井親水公

園の彼岸花」



職
員
定
年
延
長
な
ど

　
　
関
係
条
例
を
改
正

■
東
吾
妻
町
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
他
８
件

　

地
方
公
務
員
の
定
年
の

引
き
上
げ
及
び
こ
れ
に
伴
う

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
を
踏
ま
え
、
職

員
の
定
年
延
長
に
関
連
す
る

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。
現

在
の
60
歳
定
年
を
65
歳
定
年

に
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い

く
も
の
で
、
そ
れ
に
伴
い
関

係
条
例
８
件
が
そ
れ
ぞ
れ
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　■
東
吾
妻
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
妊
娠
出
産
育
児

と
仕
事
の
両
立
支
援
に
関
し
、

育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩

和
な
ど
を
人
事
院
規
則
に
基

づ
き
改
正
す
る
も
の
で
す
。

子
育
て
し
や
す
い
町
に

　
入
学
準
備
金
の
貸
付

が
始
ま
り
ま
す

■
東
吾
妻
町
育
英
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例

　
従
来
の
高
等
学
校
等
月
額

１
万
５
０
０
０
円
以
内
、
大

学
等
５
万
円
以
内
の
貸
付
の

他
に
、
新
た
に
入
学
準
備
金

の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　

金
額
は
高
等
学
校
等
20
万

円
以
内
、
大
学
等
50
万
円
以

内
で
、
入
学
を
予
定
し
て
い

る
者
の
保
護
者
に
対
し
、
入

学
に
要
す
る
費
用
の
納
入
時

期
ま
で
に
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　
質
　
疑

議
員　

入
学
準
備
金
制
度
が

新
し
く
で
き
る
が
、
こ
の
準

備
金
は
利
用
者
に
と
っ
て
ど

う
い
っ
た
性
質
で
使
わ
れ
る

も
の
な
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

近
年
育
英

資
金
の
利
用
人
数
が
減
っ
て

い
る
。
奨
学
金
の
決
定
時
期

が
遅
い
こ
と
や
、
大
学
進
学

前
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
に
ら
ん
で

の
政
策
。
県
内
で
も
数
例
し

か
な
い
制
度
に
な
る
。

議
員　

Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
入
学

金
を
払
う
時
期
が
早
ま
っ
て

い
る
。
各
家
庭
が
必
要
と
す

る
早
い
時
期
の
支
給
が
必
要

で
は
な
い
か
。
入
学
金
支
払

の
心
配
が
な
け
れ
ば
、
進
学

を
諦
め
な
い
で
す
む
家
庭
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

町
長　

各
家
庭
で
有
効
に
使

わ
れ
る
よ
う
な
制
度
に
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

い
い
制
度
が
で
き
て

あ
り
が
た
い
。
秋
か
ら
始
ま

る
入
試
に
合
格
し
て
も
入
学

金
を
納
め
な
い
と
入
学
が
で

き
な
い
の
で
、
資
金
が
心
配

で
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
学
生

が
い
な
い
よ
う
に
、
周
知
徹

底
を
し
て
欲
し
い
。

学
校
教
育
課
長　

周
知
徹
底

し
、
次
年
度
以
降
早
い
支
払

い
を
検
討
し
て
い
く
。

東吾妻町議会だより　令和４年１１月１日　６７号　 6

今回の陳情
陳

情

継続
審査

中国共産党による臓器収奪の即時停止ならび
に人権状況の改善を求める意見書の提出に関
する陳情

井田　敏美 文教厚生常任委員会

    

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

や
要
望
を
「
請
願
」「
陳
情
」
と
し

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

東
吾
妻
町
議
会
議
員
の
紹
介
が

あ
る
も
の
を
請
願
と
い
い
、
紹
介

の
な
い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と
提
出

方
法

・
受
付
締
切
日

　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議
会
運

営
委
員
会
の
前
日
（
土
・
日
・
祝

日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
の
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題
、請
願
（
陳

情
）
の
趣
旨
、
理
由
、
提
出
年
月
日
、

請
願
（
陳
情
）
者
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
署
名
（
ま
た
は
記

名
押
印
）

　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、
紹
介

議
員
の
署
名
（
ま
た
は
記
名
押
印
）、

あ
て
先
（
東
吾
妻
町
議
会
議
長
）

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局（
議
長
宛
）

・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

条
例
・
契
約
な
ど

そ
の
他
の
決
ま
っ
た
こ
と
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町
立
学
校
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討

■
東
吾
妻
町
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
条
例
他
１
件

　

今
後
も
引
き
続
き
安
心
安

全
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

委
員
会
の
目
的
や
構
成
な

ど
を
決
め
た
条
例
を
制
定
し
、

報
酬
等
の
条
例
を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。

■
そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と
は
︑

17
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
下
さ

い
︒

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

導
入
事
業
。
東
小
学
校
・
岩

島
小
学
校
・
東
吾
妻
中
学
校

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
。
ま

た
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と

蓄
電
池
を
連
動
さ
せ
た
創
蓄

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

●
契
約
金
額
︙
２
億
８
９
０

８
万
円

●
契
約
相
手
︙
角
田
電
気
工

事
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

角
田　

治
男
︵
原
町
︶

　

質
　
疑

議
員　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

用
い
て
町
の
脱
炭
素
化
と
防

災
拠
点
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
非
常
に
よ
い

こ
と
な
の
で
、
大
い
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、教

育
機
関
と
し
て
の
役
目
も
あ

る
の
で
、
脱
炭
素
化
へ
の
教

育
の
よ
い
機
会
だ
と
思
う
が

考
え
は
。

学
校
教
育
課
長　

自
分
た
ち

の
学
び
や
が
環
境
学
習
の
場

と
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
社
会
で
生
き

て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
教

育
活
動
の
場
で
生
か
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

発
電
量
の
見
え
る
化

を
し
て
、
教
育
に
役
立
て
た

ら
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

月
次
レ

ポ
ー
ト
や
年
次
レ
ポ
ー
ト
が

提
出
さ
れ
る
の
で
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
還
元
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
子
ど
も

た
ち
が
身
近
に
触
れ
る
機
会

が
あ
り
う
れ
し
く
思
う
が
、

財
源
や
返
済
に
つ
い
て
は
。

学
校
教
育
課
長　

契
約
金
額

２
億
８
９
０
８
万
円
の
う
ち

内
訳
が
、
国
庫
補
助
金
１
億

３
８
３
５
万
８
０
０
０
円
、

起
債
１
億
３
８
２
０
万
円
、

一
般
財
源
の
持
ち
出
し
は
１

２
５
２
万
２
０
０
０
円
と
な

る
。

議
員　

こ
の
事
業
で
２
０
３

０
年
ま
で
に
ど
の
ぐ
ら
い
公

共
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削

減
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

町
の
地
球

温
暖
化
対
策
事
業
の
計
画
目

標
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
２
０
１
３
年
度
比
で
約

38
％
削
減
と
策
定
さ
れ
て
い

る
。
本
事
業
の
二
酸
化
炭
素

の
削
減
量
は
、
３
校
合
わ
せ

て
年
間
約
90
ト
ン
が
見
込
ま

れ
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
、
３
校
で
４
５
６

万
９
０
０
０
円
の
減
を
見
込

ん
で
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
施
設
導
入
に

よ
る
電
力
量
は
、
東
小
学
校

が
３
年
間
平
均
６
万
７
５
５

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
岩
島
小
学

校
が
11
万
５
６
４
９
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
中
学
校
が
13
万
１

９
４
８
キ
ロ
ワ
ッ
ト
削
減
と

な
る
予
定
。

令
和
４
年

　
第
１
回
臨
時
会

　
　
　（
７
月

　
　
　（
７
月
25
日
）

議員（政治家）の寄付行為禁止につい
て自治会、各種団体の皆さまへお願い

　議員が町内のお祭り、会合、スポーツ大会、親

睦旅行などに対して、寄附やお祝い、飲食物の差

し入れなどをすると、違法行為として罰せられま

す。また、それを受け取った関係者にも多大なご

迷惑をお掛けすることになります。

　

　自治会や各種団体等での行

事や催しを議員に通知する際

には、参加に必要な経費等が

ある場合は、会費等を明示し

てご連絡ください。皆さまの

ご理解とご協力をよろしくお

願い申し上げます。

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
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総務費　１６億８５５３万円
役場庁舎の管理、課税徴収、戸籍、支所、
広報、交通（バス）、選挙、ダム対策、
コンベンションホール、町おこし事業

中
・
高
生
に
も
知
っ
て
ほ
し
い

町
議
会
と

決
算
の
こ
と

　

中
学
生
・
高
校
生
の
皆

さ
ん
に
も
町
議
会
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
簡
単

に
町
議
会
の
仕
事
と
決
算
の

説
明
を
し
ま
す
。

　　

町
の
お
金
を
何
に
ど
の
く

ら
い
使
う
か
を
決
め
る
の
が

予
算
、
実
際
に
町
に
入
っ
た

お
金
や
、
そ
の
使
い
道
が
正

し
い
か
ど
う
か
調
べ
る
の
が

決
算
で
す
。

特集！！

町議会の主な仕事・９月定例会ではこんなことが決まりました！！

町のお金が正しく使わ
れたかを調べること
（決算認定）

町のお金の使い道を決
めること（予算の議決）

町のきまりを決めること
（条例の議決）

9月定例会では、 東吾妻町育
英条例の全部を改正する条例
などが決まりました。

補正予算で、 電気料金値上げ
に対応する費用やオミクロン株対
応の新型コロナワクチン接種費用
の追加が決まりました。

9 月定例会は決算議会とも言
われ、 十分な審議の上、 令和
３年度決算は認定されました。

今回重要なのは

ココ！

教育費　１３億６９１６万円
町立こども園・小学校・中学校、入学
祝い金、英検・漢検補助金、遠距離通
学費補助金（高校生等）、公民館、文
化財、町民体育館やグラウンド管理

消防費
５億７７２１万円

消防団活動費、防火用水

民生費　
１９億１５７７万円
福祉医療、高齢者・障害
者支援、保育所、学童保育、
児童手当

議会費
８７７２万円
町議会運営の経費

衛生費
５億４６４６万円

保健センター、予防接種、
新型コロナワクチン接種、
ゴミ処理負担金

９ページ上段へ↖
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商工費　３億９０２２万円
観光宣伝、観光協会補助、公園管理、
商工会補助、住宅新築改修補助金、
緊急経済対策商品券

農林水産業費　３億３４３６万円
農業者支援、森林環境の保護、豚熱等対策、
農道の維持管理、地籍測量

災害復旧費
１６３４万円

土木費　
７億１５７０万円

町道や橋の管理（国道や県道
は国や県）、町営住宅、空き
家撤去補助金

その他に、特別会計や企業会計（使う
用途の決まったさいふ）があります。

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
地域開発事業特別会計
（東地区ケーブルテレビ）
下水道事業特別会計
簡易水道特別会計
水道事業会計

一般会計（普通のさいふ）
歳入…入ってきたお金　　91 億 7960 万円
　　　　　　　　　　　　　　　自主財源　29.1％

　　　　　　　　　　　　　　　依存財源　70.9％
　　　　　　　　　　　多くを地方交付税や国や県からの          
                                        支出金に頼っています
　  

歳出…使ったお金　  　　88 億 4857 万円

【令和３年度決算】２～３ページに、前年度との比較が載っているので参考にしてください

　皆さんが通る道路のうち、町道の維持管理などに町のお金が使われて
います。（国道や県道は、それぞれ国や県のお金で管理されています）
　また、小学校や中学校の入学祝い金、町立の小中学校校舎の管理や備
品購入などにも町のお金が使われます。県立や私立の高等学校などには
町のお金は使われませんが、遠距離通学費補助金や医療費の自己負担額
無料化など、高校生のために支払われるお金もあります。
　その他にも、住宅を新築改修した時にもらえる補助金や新型コロナワ
クチン接種の費用など、皆さんの身近なところにも町のお金が使われて
います。

保険税（料）や使用料
で運営されています

公債費
１２億４９９万円
借金を返すためのお金

残ったお金（翌年度に回します）  
 　　　　　　　3 億 3103 万円

どんなところに町のお金が使
われたのか考えてみましょう

８～９ページ下段へ↘
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Q
原
町
日
赤
病
院
に
医 

師
確
保
対
策
補
助
と
し

て
令
和
２
年
度
よ
り
１
５
０

０
万
円
を
補
助
し
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

A
令
和
３
年
度
も
同
様
の

補
助
を
行
い
、
救
急
科

の
医
師
１
名
が
配
置
さ
れ

た
。
救
急
患
者
の
受
け
入
れ

は
令
和
３
年
度
１
０
３
４

件
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

素
早
い
手
当
が
出
来
る
こ

と
に
よ
り
重
症
化
リ
ス
ク

が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
改
善
に

よ
り
経
営
面
の
効
果
も
出

て
い
る
と
聞
く
。

Q 

良
い
効
果
が
現
れ
て
き

た
医
師
確
保
対
策
補
助

は
今
後
も
続
け
て
い
く
べ

き
だ
が
、
他
町
村
は
付
い
て

き
て
い
な
い
。
地
域
医
療
体

制
を
整
え
、
住
民
に
提
供
す

る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で

あ
る
。
域
内
他
町
村
と
意
思

疎
通
を
図
り
、
こ
の
問
題
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
。

A
原
町
日
赤
は
地
域
中
核

病
院
と
し
て
努
力
し
て

お
り
効
果
も
出
て
き
て
い

る
。
循
環
器
科
・
脳
神
経
外

科
・
小
児
科
な
ど
の
医
師
確

保
に
つ
い
て
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
経
営
状
況
も

勘
案
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。
住
民
に
と
っ
て
大
切
な

地
域
医
療
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、﹁
吾
妻
地
域
保

健
医
療
対
策
協
議
会
﹂
が
保

健
福
祉
事
務
所
主
管
で
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
枠
組

み
で
他
町
村
と
協
議
し
て

い
く
。
Q
病
院
や
診
療
所
は
地
域

に
根
ざ
し
た
雇
用
の
場

で
あ
り
そ
の
規
模
は
大
き

い
。
わ
が
町
か
ら
医
療
従
事

者
を
輩
出
す
る
こ
と
は
、
町

を
豊
か
に
す
る
も
と
と
な

る
。吾
妻
准
看
護
学
校
に
通

う
町
民
に
対
し
て
教
科
書

代
等
の
援
助
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

A
志
を
諦
め
な
い
た
め
に
、

東
吾
妻
町
育
英
条
例
を

拡
充
し
て
い
き
た
い
。

Q 

箱
島
に
あ
る
町
営
の
国

保
診
療
所
は
患
者
数
が

減
り
続
け
て
い
る
。
人
口
減

少
が
著
し
い
坂
上
に
あ
る

大
戸
診
療
所
と
協
力
し
僻 

地
医
療
を
支
え
て
欲
し
い
。

A 

大
戸
診
療
所
は
民
間
の

運
営
で
あ
り
、
町
と
し

て
情
報
が
入
り
に
く
い
。
今 

後
は
意
思
疎
通
を
図
り
地

域
医
療
の
た
め
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応
答

は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
︒
本
会
議

中
の
正
確
な
や
り
取
り
に
つ
い
て

は
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録

︵
12
月
中
に
掲
載
予
定
︶
を
ご
覧

く
だ
さ
い
︒

ね づ み つ ぎ　　　　　

根 津 光 儀 議 員

７議員が町政を問う
　　　　　　 一　般　質　問

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

医
療
体
制
の
充
実
を

近
隣
町
村
と
も
連
携
し
て

医
師
確
保
を
し
て
い
く

ＱA

議員が町政を問う

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

715 719

859

1,019
969

850

621

746

246 235 100 115

1,227
1,167

879
939

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

病院別搬送人数
原町日赤病院 西吾妻福祉病院

郡内その他医療機関 郡外医療機関

258
222

187 197195 170 151 153

ドクターヘリ出動件数
要請件数 出場件数

原町日赤常勤医師の推移【原町赤十字病院提供】

年度 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R２ R４

医師数 26 22 19 17 19 17 18 17 18 17

（年度）

【吾妻広域消防本部提供】



Q
町
は
社
協
に
４
7
7
6

万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

社
協
は
公
共
性
と
公
益
性

が
極
め
て
高
い
組
織
な
の

で
、
町
も
積
極
的
に
関
与
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A
介
護
保
険
事
業
は
社
協

の
独
自
事
業
で
あ
り
補

助
金
の
対
象
外
で
あ
る
。
一

般
論
と
し
て
社
協
は
、﹁
経

営
﹂
や
﹁
採
算
性
﹂
と
い
う

概
念
の
改
革
が
伴
わ
な

か
っ
た
の
は
事
実
。

Q
今
回
の
問
題
は
急
に
出

て
き
た
よ
う
だ
が
、
今

ま
で
の
運
営
に
町
職
員
も

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
責
任
問
題
も
含
め
町
長

の
考
え
は
。

A
平
成
26
年
か
ら
、
町
職

員
と
し
て
は
実
質
５
年

間
事
務
局
長
を
派
遣
し
て

き
た
が
、
会
の
運
営
は
監
査

や
理
事
会
等
を
経
て
い
る

の
で
、
職
責
を
問
う
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
基
本
は
社
協
が
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

訪
問
介
護
事
業
を
や
め
る

と
な
る
と
、
利
用
者
42
人
へ

の
対
応
、
特
に
障
害
サ
ー
ビ

ス
の
８
人
の
受
け
入
れ
先

が
問
題
で
あ
り
、
町
も
こ
の

フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
は
。

Ａ
町
と
し
て
は 

現
状
必

要
と
さ
れ
る
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
、
状
況

に
よ
っ
て
は
必
要
な
援
助

を
講
じ
る
。

Ｑ
貸
借
対
照

表
等
の
資

料
を
見
て
も
赤

字
の
原
因
が
よ

く
解
ら
な
い
。
合

併
以
来
介
護
保

険
事
業
が
本
所

と
東
支
所
の
２

カ
所
で
運
営
し

て
い
る
こ
と
も

問
題
で
あ
り
、
ま

た
通
所
介
護
事

業
の
撤
退
も
含

め
、
社
協
の
手
助

け
と
し
て
、
町
で

予
算
を
付
け
て

専
門
家
に
現
状

を
分
析
し
て
も
ら
い
、
今
後

の
方
向
性
を
理
事
会
と
共
同

で
考
え
て
は
ど
う
か
。

Ａ
本
所
と
東
支
所
の
運
営

は
利
用
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
て
継
続
し
た
と
推
測

す
る
。
事
業
の
整
理
、
運
営

は
社
協
が
主
体
で
行
っ
て
い

る
の
で
、
社
協
か
ら
第
三
者

機
関
の
申
立
て
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。

Ｑ
社
協
に
対
し
当
面
補
助

金
を
出
す
と
か
、
庁
内

で
や
っ
て
い
る
仕
事
の
一
部

を
社
協
へ
移
管
す
る
と
か
し

て
、
体
力
の
回
復
に
町
は
手

を
貸
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
。

Ａ
現
在
社
協
内
部
で
財
政

再
建
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
。
社
協
か
ら
事
業
整

理
、
組
織
改
革
等
の
提
案
が

あ
り
、
そ
の
上
で
必
要
と
認

め
る
場
合
は
、
町
と
し
て
適

切
な
補
助
を
考
え
る
。
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一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   介護保険事業の赤字により運営に苦慮して

いる社会福祉協議会への、今後の対応は

運営は社会福祉協議会の問題であるが、
必要と認めれば町も適切な補助を考える

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

さ と う そ う い ち　　　　　

佐 藤 聡 一 議 員

町の福祉にかかせない社会福祉協議会



 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問Q

住
民
協
働
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
は
？

A
現
在
﹁
ひ
が
し
あ
が
つ

ま
創
生
会
議
﹂
に
町
民

か
ら
公
募
し
た
委
員
10
名
を

加
え
、総
合
計
画
等
の
策
定
・

評
価
、
政
策
提
言
な
ど
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

引
き
続
き
住
民
が
参
加
し
や

す
い
方
法
を
取
り
入
れ
、
制

度
の
充
実
を
図
り
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て

Q
住
民
協
働
の
促
進
に
際

し
て
情
報
共
有
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
不
可
欠
だ
。
過
去
、

幾
度
も
提
言
さ
れ
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

A
技
術
面
、
費
用
面
の
課

題
が
あ
り
、
導
入
可
能

か
検
討
し
た
い
。　
　
　
　

　

ま
た
町
内
河
川
の
水
位

計
情
報
、
防
災
メ
ー
ル
配
信

な
ど
ス
マ
ホ
対
応
が
進
ん

で
お
り
、
４
月
か
ら
防
災
無

線
の
放
送
内
容
を
防
災

メ
ー
ル
で
も
発
信
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

副
業
・
兼
業
雇
用
な
ど
で
外

部
専
門
人
材
の
活
用
を

Q
自
治
体
に
お
い
て
も
Ｄ

Ｘ
関
連
な
ど
専
門
分
野

で
副
業
・
兼
業
人
材
の
活
用

が
始
ま
っ
て
い
る
。
当
町
で

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
先
進
自
治
体
を
参
考
に

各
分
野
の
施
策
を
進
め

る
中
で
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

中
学
生
・
高
校
生
議
会
を
進

化
さ
せ
先
進
事
例
に

Q
山
形
県
遊
佐
町
で
は
20

年
に
渡
り﹁
少
年
議
会
﹂

を
実
施
。
中
高
生
が
実
際
に

45
万
円
の
予
算
を
預
か
り

町
の
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
結
果
、
遊

佐
町
の
昨
年
の
衆
院
選
18

歳
投
票
率
は
63
％
と
全
国

平
均
よ
り
13
％
も
高
い
。　

　

当
町
も
中
学
生
議
会
、
高

校
生
議
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
実
際
に
予
算
を
預
け
、

実
体
験
と
し
て
町
政
に
参

画
す
る
こ
と
を
経
験
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

A
大
変
面
白
い
取
り
組

み
と
思
う
。
行
政
と
教

育
機
関
で
協
力
し
東
吾
妻
版

が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

東
小
学
校
の
先
進
的
取
り

組
み
に
最
大
限
の
支
援
を

Q
当
町
の
東

小
学
校
で

10
月
か
ら
ゲ
ー

ム﹁
マ
イ
ン
ク
ラ

フ
ト
﹂を
活
用
し

た
総
合
学
習
が

始
ま
る
と
聞
い

た
。こ
の
先
進
的

取
り
組
み
に
対

し
て
町
は
全
面

的
に
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

A
２
月
の
町
の
総
合
教
育

会
議
に
て
事
業
の
説
明

が
あ
り
、
４
月
の
校
長
会
で

実
施
校
を
決
定
し
た
。
状
況

を
見
て
他
校
で
も
実
施
で

き
そ
う
で
あ
れ
ば
進
め
た

い
。︵
教
育
長
︶

東吾妻町議会だより　令和４年１１月１日　６７号  １２

い の う え ひ で き　　　　　

井上日出来議員

住
民
協
働
を
実
現
す
る
他
自
治
体
の
先
進

事
例
を
参
考
に

必
要
に
応
じ
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
し
て
い
き
た
い

　　　　  

ＱA

東小学校の総合学習の授業



Q
前
立
腺
の
手
術
等
に
よ

り
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
使

用
し
て
い
る
男
性
か
ら
、
女

性
ト
イ
レ
の
よ
う
な
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
れ

ば
と
相
談
さ
れ
た
。
町
内
の

公
的
ト
イ
レ
を
調
べ
た
ら

多
目
的
ト
イ
レ
に
は
設
置

し
て
あ
る
が
男
性
用
ト
イ

レ
に
は
な
か
っ
た
。

　

使
用
済
み
の
パ
ッ
ド
を

普
通
ご
み
に
入
れ
る
の
を

防
ぎ
施
設
側
に
と
っ
て
も

衛
生
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
設
置

し
た
ト
イ
レ
の
ド
ア
に

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
事
の
案

内
を
貼
っ
て
も
ら
い
た
い
。

こ
う
し
た
配
慮
で
不
自
由

が
あ
っ
て
も
町
で
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
。

A
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に

は
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も

あ
り
設
置
が
進
ん
で
い
な

い
。
管
理
が
容
易
な
施
設
か

ら
設
置
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
設
置
が

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
表
示

方
法
も
検
討
す
る
。

住
民
に
大
い
に
活
躍
し
て

い
た
だ
く
た
め
に

Q
長
年
に
わ
た
り
岩
櫃
山

や
浅
間
隠
し
の
登
山
道

の
整
備
や
水
仙
畑
な
ど
の

整
備
・
管
理
を
地
域
団
体
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
お

ら
が
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
移
住
推
進
事

業
に
は
、
住
民
が
参
加
し
て

盛
り
上
げ
て
い
る
。
活
動
者

同
士
の
連
携
と
活
動
を
住
民

に
紹
介
す
る
こ
と
で
住
民
の

知
見
を
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。A

目
に
見
え
る
形
で
紹
介

す
る
こ
と
が
効
果
的
と

考
え
る
。
最
近
は
S
N
S
で

町
の
情
報
を
発
信
す
る
人
が

増
え
て
い
る
の
で
連
携
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
団
体
に
つ
い
て
は
住

民
に
広
報
な
ど
で
活
動
を
知

ら
せ
る
工
夫
を
し
て
い
く
。

文
化
的
な
交
流
で
人
口
増
を

Q
最
近
芸
術
家

の
移
住
や
古

い
建
物
を
お
し
ゃ

れ
に
再
利
用
す
る

雑
貨
屋
や
カ
フ
ェ

な
ど
に
よ
り
、
町
を

訪
れ
る
人
が
増
え

て
い
る
。
文
化
的
な

交
流
で
交
流
人
口

を
増
や
す
こ
と
が

有
効
と
思
う
が
、
町

も
積
極
的
に
支
援

で
き
な
い
か
。

A
公
共
施
設
や

空
き
家
な
ど

の
活
用
方
法
を
決

め
て
い
く
上
で
、
文

化
人
の
創
作
活
動

に
提
供
し
て
い
く

こ
と
も
視
野
に
入

れ
考
え
て
い
く
。

１３　東吾妻町議会だより　令和４年１１月１日　６７号

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   男性用トイレにサニタリーボックスを

管理が容易な施設から設置していく

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

あ お や ぎ は る み　　　　　

青柳はるみ議員

岩
櫃
山
潜
龍
院
跡
の
彼
岸
花
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 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
明
確

な
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
ビ

ジ
ョ
ン
を
全
庁
が
共
有
し
、

達
成
に
向
け
２
０
１
８
年
に

﹁
東
吾
妻
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
﹂を
改
定
し
、現

在
に
至
っ
て
い
る
。

Q
２
０
２
３
年
度
か
ら
２

０
３
０
年
度
ま
で
８
年

間
で
、
削
減
目
標
は
38
％
で

あ
る
。
目
標
達
成
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
む
事
業
は
何

か
。A

計
画
の
残
り
期
間
を
考

慮
す
る
と
、
取
り
組
み

を
集
中
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
言

え
る
。

　

省
エ
ネ
に
配
慮
し
た
行
動

の
実
践
や
設
備
機
器
の
効
率

的
な
運
用
な
ど
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
や
L
E
D

照
明
器
具
の
設
置
な
ど
を

導
入
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

公
用
車
へ
の
電
気
自
動
車

や
複
合
電
力
車
の
切
り
替

え
に
取
り
組
む
な
ど
削
減

量
を
着
実
に
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
。

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

　

町
民
に
と
っ
て
﹁
利
便

性
﹂
と
は
、料
金
が
安
い
、乗

り
た
い
時
間
帯
に
乗
車
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

路
線
バ
ス
は
、
本
来
町
民

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
足
で
あ
る
こ
と
が
理

想
で
あ
り
、
バ
ス
購
入
費
補

助
金
や
、
毎
年
の
運
行
補
助

金
等
を
投
入
し
、
人
を
運
ぶ

ど
こ
ろ
か
、
燃
料
を
使
い
、

バ
ス
と
い
う
重
た
い
車
両

を
走
ら
せ
る
だ
け
と
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い

は
ず
だ
。

Q
お
試
し
無
料
乗
車
券
・

回
数
券
・
定
期
券
・
電

子
決
済
な
ど
様
々
な
手
法

を
考
え
、
例
と
し
て
、﹁
ど
こ

か
ら
乗
っ
て
も
町
民
は
、
１

０
０
円
﹂
だ
と
か
、
低
料
金

で
利
用
で
き
る
よ
う
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
様
々
な
ご
意
見
を
踏
ま

え
﹁
公
共
交
通
機
関
を

使
い
た
く
な
る
た
め
の
動

機
づ
け
﹂
や
﹁
誰
も
が
使
い

や
す
い
持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
系
の
構
築
﹂
な
ど
地

域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公

共
交
通
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
お
試
し
で
乗
車
し

て
も
ら
い
、
バ
ス
の
乗
り
心

や
移
動
時
間
が
ど
れ
だ
け

か
か
る
の
か
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ
と

思
う
。
高
齢
者
対
策
と
し
て

も
考
え
、
料
金
に
つ
い
て
は

今
後
財
政
等
見
す
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。 た け ぶ ち ひ ろ ゆ き　　　　　

竹 渕 博 行 議 員

東
吾
妻
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に

対
し
て
具
体
的
な
政
策
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
設
置
や
公
用
車
の
電
気
自
動
車

へ
の
切
り
替
え
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

　　　　  

ＱA

役場前のバス停を通過する路線バス



Q
世
界
で
は
戦
争
・
紛
争

が
絶
え
ず
、
日
本
周
辺

も
油
断
で
き
な
い
状
況
だ
。

さ
ら
に
大
規
模
災
害
な
ど

緊
急
事
態
が
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
。
町
の

広
報
９
月
号
で
は
緊
急
時

に
備
え
る
﹁
家
庭
備
蓄
の
す

す
め
﹂
が
掲
載
さ
れ
た
。
今

後
も
継
続
し
て
啓
発
す
る

べ
き
と
思
う
。
現
在
の
町
の

食
料
備
蓄
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

A
町
で
は
﹁
非
常
食
﹂
と

﹁
飲
料
水
﹂を
備
蓄
し
て

い
る
。
ア
ル
フ
ァ
米
、
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
、
よ
う
か
ん
３
０

０
食
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
飲
料
水
を
１
０
０
０
本

ほ
ど
だ
。
地
域
防
災
計
画
で

は
、
災
害
発
生
後
２
日
間
に

必
要
な
食
料
や
物
資
を
備

蓄
す
る
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
が
、
今
後
も
少
し
ず
つ

必
需
品
を
備
蓄
し
、
併
せ
て

そ
の
管
理
も
必
要
と
な
る

の
で
期
限
の
迫
っ
た
も
の

の
処
理
法
な
ど
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Q
町
内
に
あ
る
指
定
避
難

所
を
含
め
各
地
区
公
民

館
な
ど
に
備
蓄
食
料
の
補

助
、
ま
た
備
蓄
倉
庫
の
さ
ら

な
る
設
置
な
ど
安
心
安
全

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

A
現
在
、
備
蓄
食
料
の
補

助
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

希
望
す
る
各
地
区
に
補
助

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民

の
防
災
意
識
の
さ
ら
な
る

向
上
や
分
散
備
蓄
に
つ
な

が
る
の
で
、
今
後
、
他
町
村

の
状
況
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
備

蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
各
公

民
館
お
よ
び
本
庁
に
設
置
し

て
あ
る
が
、
今
年
度
に
お
い

て
も
２
棟
の
購
入
を
予
定
し

て
い
る
。

Q
日
本
の
食
料
自
給
率
は

38
%
。
先
進
国
の
中
で

も
最
低
水
準
に
あ
る
。
輸
入

だ
け
に
頼
ら
な
い
食
の
安
全

保
障
に
は
、
農
業
従
事
者
の

方
々
の
存
在
は
大
切
で
あ
る
。

わ
が
町
で
言
え
ば
﹁
東
吾
妻

町
の
農
業
を
守
る
﹂
こ
と
だ
。

町
農
業
の
安
定
・
発
展
に
関

す
る
町
長
の
基
本
的
考
え
は
。

A
例
え
ば
農
業
の
安
定
の

た
め
、
国
の
経
営
所
得

安
定
対
策
の
取
り
ま
と
め
お

よ
び
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
野
菜
価
格
安
定

事
業
や
本
年
度
よ
り
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
の

緊
急
時
の
収
入
確
保
策
を
実

施
予
定
だ
。
ま
た
、
今
後
担

い
手
の
確
保
や
農
地
集
積
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。 

就
農

相
談
か
ら
就
農
、
経
営
定
着

ま
で
を
町
と
し
て
き
め
細
か

く
支
援
し
て
い
き
た
い
。

１５ 東吾妻町議会だより　令和４年１１月１日　６７号

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   緊急時における町の食料備蓄状況は

アルファ米、野菜ジュースや 500 ミリ
リットル飲料水がある

　　　 　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

し げ の よ し ゆ き　　　　　

重 野 能 之 議 員

防災倉庫に備蓄している食料の一部
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 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問Q

小
規
模
事
業
者
の
経
営

環
境
が
厳
し
く
疲
弊
し

て
い
る
。
さ
ら
に
手
厚
い
長

期
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

最
近
の
支
援
実
積
お
よ
び
評

価
を
伺
う
。

A
令
和
２
年
度
か
ら
３
年

度
に
か
け
、
合
計
で
１

億
２
３
０
０
万
円
余
り
の

様
々
の
支
援
を
行
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
﹁
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
﹂
に
は
１

１
８
件
の
申
請
が
あ
り
、
多

く
の
事
業
者
が
持
続
可
能
な

新
た
な
販
路
開
拓
や
設
備
導

入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
事
業
維
持
の
た
め
町
独

自
の
支
援
策
は
考
え
て

い
る
か
。

A
今
年
度
か
ら
﹁
中
小
事

業
者
感
染
症
対
策
及
び

S
D
G
s
補
助
金
交
付
制

度
﹂
を
創
設
し
、
支
援
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

Q 
当
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
商
業
エ
リ

ア
と
連
動
さ
せ
た
支
援
計

画
は
あ
る
か
。

A
商
業
者
向
け
に
は
﹁
空

き
店
舗
利
活
用
事
業
﹂

﹁
若
者
企
業
支
援
補
助
金
制

度
﹂
工
業
者
向
け
に
は
﹁
企

業
立
地
奨
励
金
交
付
制
度
﹂

な
ど
を
推
進
し
な
が
ら
一

帯
の
活
性
化
を
は
か
り
た

い
。Q

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
2
0
2
5

年
問
題
を
控
え
、
廃
業
対
策

と
し
て
の
事
業
承
継
支
援

が
重
要
と
思
う
が
。

A  

町
商
工
会
支
援
計
画
で

も
承
継
問
題
を
抱
え
る

事
業
者
と
の
面
談
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
商
工

会
を
通
じ
て
政
策
金
融
公

庫
に
紹
介
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
お

り
、
現
在
多
方
面
か

ら
の
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
分
野
へ
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
は

Q
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
児
童

の
学
業
、
体
力
、
精

神
面
で
の
学
び
の

影
響
は
。

A
令
和
３
年
度
文
科
省

﹁
経
年
変
化
分
析
調
査
﹂

結
果
に
よ
る
と
、
平
成
28
年

度
調
査
と
比
較
し
て
学
力

低
下
は
見
ら
れ
な
い
。
当
町

で
も
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
理

由
と
し
た
学
力
低
下
、
体
力

面
、
精
神
面
で
影
響
は
見
受

け
ら
れ
て
い
な
い
。

Q
裸
眼
視
力
1.0
未
満
の
児

童
が
増
え
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
る
。
現
状
、
予
防

対
策
は
。

A
管
内
の
裸
眼
視
力
1.0
未

満
の
小
学
生
は
全
体
で

1
7
4
名
、
率
は
39
・
１
％
、

中
学
生
は
1
5
8
名
、
率
は

58
・
３
％
で
実
態
は
全
国
平

均
並
で
あ
る
。
現
在
、
家
族

の
決
ま
り
事
と
し
て
﹁
ア
ウ

ト
・
メ
デ
ィ
ア
作
戦
﹂
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
よ
う

な
生
活
習
慣
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
視
力
低
下
の
抑

制
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

た か は し の り き　　　　　

髙 橋 徳 樹 議 員

小
規
模
事
業
者
へ
の
手
厚
い
長
期
的
支
援
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
補
助
金
交
付
制
度
等
創
設
し
て

支
援
を
継
続
す
る

　　　　  

ＱA

陸上競技練習に励む児童たち（岩島小学校）
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光
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工事請負契約の締結 12 11 0 可 ‐ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 7/25

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

令和３年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和３年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の再任用に関する条例を廃止する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

外国の地方公共団体の機関等に派遣される東吾妻町の職員の処遇等に関する条例の
一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

公益的法人等への東吾妻町職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町税条例等の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町町営住宅管理条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町育英条例の全部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町立学校給食センターのあり方検討委員会条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

東吾妻町特別職の職員で非常勤のもの及び各種委員会の委員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和４年度東吾妻町一般会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和４年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和４年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和４年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

令和４年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

辺地に係る総合整備計画の変更 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

町道路線の廃止 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

町道路線の認定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/15

　　第１回　臨時会（令和４年７月２５日）

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名
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　　第３回　定例会（令和４年９月６日～１６日）
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対

議
決
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果

議
　
決
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坂
上
小
学
校
体
育
館
を
視
察

　　各委員会からの活動報告 　　各委員会からの活動報告
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上
水
道
料
金
は
来
年
度

段
階
的
値
上
げ
を
検
討

　

今
定
例
会
中
の
委
員
会
で

は
、
令
和
３
年
度
決
算
を
中

心
に
所
管
事
務
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
質
疑
や
提
案
が
出
さ
れ
、

執
行
部
・
各
担
当
課
長
か
ら

も
丁
寧
な
答
弁
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
町
営
キ
ャ
ン

プ
場
の
今
後
に
つ
い
て
や
自

転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
運
行
事
業

に
よ
る
周
辺
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
キ
ャ
ン
プ
場
に

つ
い
て
、
自
然
を
活
か
し
た

環
境
の
良
い
キ
ャ
ン
プ
場
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
旨

の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
延
期
さ
れ
て
い
た

上
水
道
料
金
値
上
げ
に
つ
い

て
、
経
済
社
会
情
勢
を
見
な

が
ら
令
和
５
年
度
か
ら
10
％

程
度
の
値
上
げ
を
予
定
し
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

入
学
準
備
金
︑
早
期
の

支
給
を
求
め
る

　

本
定
例
会
中
の
委
員
会
審

議
に
つ
い
て
は
、
町
長
・
副

町
長
の
町
政
全
般
の
調
査
で

は
、
若
い
世
代
の
定
住
に
は
、

住
宅
政
策
が
重
要
と
の
意
見

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
０
か
ら
２
歳
ま
で
の
保

育
料
無
償
化
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
関
係
と
し
て
、

育
英
奨
学
金
の
運
用
に
当

た
っ
て
、
入
学
準
備
金
の
貸

し
付
け
を
最
速
令
和
５
年
１

月
と
し
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
全
委
員
共
通

の
考
え
方
と
し
て
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
、
例
と
し
て

本
年
10
月
に
も
実
施
す
べ
き

と
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
第
２

号
で
は
、
太
田
・
岩
島
・
坂

上
公
民
館
お
よ
び
町
民
ス

ポ
ー
ツ
広
場
に
屋
外
設
置
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
評

価
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

︻
行
財
政
改
革
に
関
す
る
こ

と
︼

　

町
で
は
第
二
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
無
作
為
抽
出
方
式
の

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
結
果
報
告
は
次
の
定
例

会
で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。　
　

　

ま
た
、
職
員
15
名
が
Ｐ
Ｐ

Ｐ
︵
官
民
連
携
︶
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

︵
民
間
資
本
の
活
用
︶の
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

た
と
の
こ
と
で
す
。　
　

　

庁
舎
内
文
書
管
理
シ
ス
テ

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

行
財
政
改
革

　
　
　
　

特
別
委
員
会

樽
沢
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

ア
ガ
ッ
タ
ン



ム
で
す
が
調
査
結
果
に
よ
り
、

専
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

方
が
よ
り
効
率
的
で
あ
る
と

判
断
し
、
現
在
は
移
行
に
向

け
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
﹁
職
員
の
人

材
育
成
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
﹂﹁
時
代
の
変
化
に
総
合
計

画
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
﹂
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　

︻
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

こ
と
︼　　
　
　
　
　
　
　

　

交
通
結
節
点
に
つ
い
て
委

員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
執

行
部
か
ら
﹁
従
来
組
織
に
加

え
中
之
条
町
、
高
山
村
の
各

担
当
職
員
と
当
町
関
連
各
課

の
職
員
を
含
め
た
組
織
で
基

本
構
想
を
練
っ
て
い
く
﹂
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
6
月
に
設
置
し
、

議
長
を
除
く
13
名
の
議
員
で

構
成
す
る
特
別
委
員
会
で
、

9
月
定
例
会
に
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
町
建
設
課
長

よ
り
現
在
の
工
事
の
進
捗
状

況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
委
員
会
に

つ
い
て
協
議
を
し
、
状
況
に

応
じ
て
工
事
現
場
、
視
察
を

実
施
し
調
査
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

渋
川
・
長
野
原
間
全
線
開

通
ま
で
５
年
弱
に
せ
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
委
員
全
員
で

情
報
を
共
有
し
、
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
３
年
ぶ

り
に
各
５
地
区
に
出
向
く
こ

と
に
決
定
し
、
10
月
下
旬
に

議
会
報
告
・
意
見
交
換
・
懇

談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

中
学
生
・
高
校
生
議
会
は

11
月
と
12
月
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。
生
徒
か
ら
の
提
案
・

提
言
に
対
し
、
議
員
か
ら
感

想
を
言
う
方
向
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
と
議
員

報
酬
に
つ
い
て
、
議
長
か
ら

諮
問
が
あ
っ
た
の
で
今
後
協

議
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

　　各委員会からの活動報告 　　各委員会からの活動報告
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上
信
自
動
車
道
建
設　
　

　
　

対
策
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　9 月 25 日に草津町立草津中学校で予定していた吾妻郡民スポー
ツ大会は、台風の影響でグラウンド状態が悪いため中止となりました。
今年度で最後の種目となるター
ゲットバードゴルフと玉入れで有
終の美を飾れるよう議員・三役・
教育委員などで練習に励みました
が、残念な結果となりました。

上
信
自
動
車
道
で
大
き
く
姿

を
変
え
る
町

　郡民スポーツ大会台風で中止



３
人
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

３
人
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

　私は、植栗でスプレーマムを周年栽培していま
す。就農する前は、農業関連の会社に勤めており、
今年で就農して 5 年目です。家族は祖父、両親、妻、
小学２年生と 3 歳と 3 カ月の子どもたちに囲まれな
がら楽しく生活しています。
　東吾妻町で生産されているスプレーマムは、豊か
な自然に囲まれた気候を生かし、昼夜の寒暖差を利
用した栽培で、色鮮やかな花色で市場から高い評価
を受けています。群馬県の生産量の多くが吾妻地域
から出荷されています。花形も様々で一輪咲き、八
重咲き、ボールのように可愛いポンポン咲きなど、
いろいろなスプ
レーマムがあり
ます。冠婚葬祭、
お盆やお彼岸の
仏花としての需
要だけでなく、ス
プレーマムは結
婚式など他のア
レンジメントな
どにも使用され

ています。
　昨年から日本花き生産協会スプレーマム部会の
一員として、全国の産地の皆さんと活動していま
す。その中でクリスマス需要を伸ばそうと思い「メ
リークリスマム」という活動をしています。活動の
中でスプレーマムの花のみを使用したクリスマス
リースを作成しました。消費拡大に向けてポスター
やリーフレットをクリスマスシーズンに向けて配
布しています。
　今年は両親から経営を任されて１年目の大事な
年でした。１年中品質の良い花を出荷するために、
冬の期間は暖房機以外にも、余分に燃油代が掛かり
ますが光合成促進機も使用しています。そのため、
燃油の高騰には悩まされました。
　困っているときに、町からの施設園芸燃油補助は
非常に助かりました。今のところ値下がりする傾向
がないのでぜひ来年度も継続してほしいです。
　また、農業界全体の問題ですが、農業従事者の高
齢化や農業資材の高騰が問題となっています。今後
も安心して生産できるような体制を東吾妻町に期
待します。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

中
学
生
・
高
校
生
議
会
に

向
け
て
、
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か

り
や
す
く
令
和
３
年
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東吾妻町議会だより　令和４年１１月１日　６７号　 2 0

議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開
されています。傍聴希望の方は、役場３
階の議会事務局までお越しください。
　コロナ対策のため、マスクの着用をお願いします。

次回の定例会は１２月６日開会予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

本会議 常委 常委 特委

11 12 13 14 15 16 17

特委
全協

休会 本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　１２月定例会予定表　　　

　「東吾妻町からスプレーマムの魅力を発信」

　             　荒木　祐太朗さん（31 歳／植栗在住 ）

東吾妻町ホームページ
https://www.town.higashiagatsuma.gunma.jp/

ス
プ
レ
ー
マ
ム
の

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

３
人
の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に


